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地域に笑顔を届けるクリスマスコンサート

  （ 石浜コミ ュニティ センタ ー）

➡関連記事 裏表紙

― T O P I C S ―

P４ 常任委員会

こ んなこ と を聞き まし た

期間限定！
コ ンビニ交付が10円！

P６ 町政を問う ！一般質問

裏表紙 聴かせて！

ひがし う ら 好きですか？
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

東
浦
町
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

議案
番号 議　 案　 名 結果

同意５ 人権擁護委員の推薦について 同意

報告10 損害賠償の額の決定及び和解について

議案56
東浦町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する 基準を 定める 条
例の制定について

可決

議案57 東浦町道路の構造の技術的基準を定める条例の一部改正について

議案58 令和７ 年度東浦町一般会計補正予算（ 第６ 号）

議案59 令和７ 年度東浦町国民健康保険事業特別会計補正予算（ 第２ 号）

議案60 令和７ 年度東浦町水道事業会計補正予算（ 第２ 号）

議案61 令和７ 年度東浦町下水道事業会計補正予算（ 第２ 号）

議案62 町道路線の認定について

議案63 東浦町職員等の旅費に関する条例の全部改正について

議案64 東浦町手数料条例の一部改正について

議案65 東浦町印鑑条例の一部改正について

議案66 令和７ 年度東浦町一般会計補正予算（ 第７ 号）

議案67 令和７ 年度東浦町水道事業会計補正予算（ 第３ 号）

意見書
案３

保育所等の公定価格における地域区分の見直し に関する意見書

意見書
案４

学校給食費の完全無償化を求める意見書

- 議員派遣

全会一致で決定し た案件

PickUp
2

PickUp
1

11
月
28
日
～
12
月
22
日

12
月
定
例
会

PickUp
3

＼報告し ます／

本定例会から

タ ブレッ ト 端末の

運用を

開始し まし た！

12 月定例会の概要

本会議【 開会】
町から 議案について説明。

11
28

本会議【 一般質問】
12 人の議員が町政全般につい

て質問。

12
4・ 5

本会議

【 議案質疑・ 委員会付託】
議員が議案について質疑。 議案

審査を各常任委員会へ振り 分け。

12
10

本会議【 閉会】
３ 常任委員会委員長によ る 審査

経過・ 結果報告およ び委員長報

告への質疑。 議案討論・ 採決。

12
22

常任委員会
３ 常任委員会でそれぞれ付託さ

れ た 議案 を

審 査。 委 員

会と し て の

賛否を決定。

12
12・ 15・ 16

・ 総務委員会

・ こども ふく し 委員会

・ まちづく り委員会

P６ ～

P４ ～

タ ブ レ ッ ト 端末で議案書等を データ 形式で確認で き 、 情報の

検索が容易と なり 、 持ち 運びも 便利になり まし た。

本会議を 除く 全員協議会等は、 ペーパーレ スで開催。 着実に

ペーパーレ ス 化を 進めていま す。 今後はよ り 円滑に運用でき

る よ う 、 さ ら なる 研鑽
さ ん

を 重ねてまいり ます。
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

令
和
８
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
等
を

給
食
で
盛
り
上
げ
る

献
立
の
内
容
は
。

栄
養
教
諭
が
各
国
の
料

理
を
食
べ
や
す
い
味
つ
け
に

ア
レ
ン
ジ
す
る
。

　
例
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
給

食
は
ポ
ー
ク
メ
ヌ
ド
（
豚
肉

と
野
菜
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
シ

チ
ュ
ー
）
、パ
ン
シ
ッ
ト
ビ
ー

フ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
風
ビ
ー

フ
ン
炒
め
）
、
フ
ル
ー
ツ
サ

ラ
ダ
（
フ
ル
ー
ツ
の
生
ク

リ
ー
ム
あ
え
）
。

ど
の
よ
う
に
理
解
や
興

味
関
心
を
深
め
る
の
か
。

給
食
で
提
供
す
る
国
の

料
理
や
食
文
化
を
献
立
表
に

掲
載
し
、
視
野
を
広
げ
る
。

　
ま
た
、
学
校
掲
示
用
に
大

会
と
各
国
の
料
理
を
紹
介
す

る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
関

心
を
高
め
る
。

　
さ
ら
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と

韓
国
の
給
食
の
日
に
は
、
各

QAQA

国
領
事
館
の
方
を
学
校
に
招

き
、
一
緒
に
給
食
を
楽
し
む

催
し
を
計
画
し
て
い
る
。

４
ヵ
国
の
み
の
取
り
組

み
か
。

授
業
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
等
で
参
加
す
る
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
に
も
焦
点
を
当

て
た
い
。

QA

ア
ジ
ア
競
技
大
会
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
参
加
国

の
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
中
国
・
韓
国
の
料
理

を
給
食
で
提
供
す
る
た
め
１
０
０
万
円
増
額
補
正
。

各
国
へ
の
興
味
を
深
め
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る
。

PickUp
2

保
育
士
給
与
向
上
と

給
食
無
償
化
を
国
へ
要
望

保
育
所
等
の
公
定
価
格
地
域

区
分
の
見
直
し
を

　
地
域
区
分
は
、
保
育
士
給

与
に
直
結
す
る
重
要
項
目
で

東
浦
町
は
３
％
。

　
一
方
、
隣
接
す
る
刈
谷
市

は
16
％
、
知
多
市
は
10
％
、

東
海
市
と
大
府
市
は
６
％
で

あ
る
。
他
市
と
比
べ
、
低
く

設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
待

遇
に
差
が
生
じ
、
保
育
人
材

の
確
保
に
大
き
な
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。

　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
間

の
格
差
を
縮
小
し
、
保
育
の

質
の
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、

周
辺
地
域
と
の
地
域
区
分
差

に
配
慮
し
た
改
定
を
強
く
要

望
す
る
。

提
出
先

　
内
閣
総
理
大
臣
他

学
校
給
食
費
の

完
全
無
償
化
を

　
国
は
令
和
８
年
度
か
ら
小

学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
施

し
、
中
学
校
も
早
期
実
現
を

図
る
方
針
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
現
案
で
は
自
治

体
予
算
で
給
食
費
を
賄
う
必

要
が
あ
る
こ
と
や
、
一
律
の

補
助
金
で
は
１
食
分
の
給
食

費
を
賄
え
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
不
足
分
を
自

治
体
が
補
填て

ん

せ
ざ
る
を
得
ず
、

自
治
体
間
で
財
政
力
の
違
い

に
よ
る
格
差
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
全
て
の
児
童
生
徒
が
学
校

給
食
の
無
償
化
の
恩
恵
を
等

し
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国

の
責
任
に
お
い
て
、
費
用
を

全
額
負
担
す
る
制
度
の
速
や

か
な
構
築
を
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先

　
内
閣
総
理
大
臣
他

保
育
士
給
与
に
直
結
す
る
「
保
育
所
等
の
公
定
価
格

に
お
け
る
地
域
区
分
」
の
改
定
と
給
食
無
償
化
費
用

の
全
額
負
担
を
国
へ
要
望
。

PickUp
3

自
転
車
通
行
帯
の
整
備
で

安
全
・
快
適
な
交
通
環
境
を
推
進

幅
員
基
準
変
更
に
よ
る

住
民
の
生
活
、
安
全
性
、

通
行
の
し
や
す
さ
等
へ
の

影
響
は
。

交
通
事
故
の
減
少
や
道

路
利
用
者
の
不
安
感
が
低
減

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
自
転
車
の
利
用
促

進
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
、

災
害
時
に
お
け
る
交
通
機
能

の
維
持
、
健
康
増
進
等
の
課

題
解
決
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

条
例
改
正
後
に
自
転
車

通
行
帯
を
整
備
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

養
父
森
岡
線
、
養
父
森

岡
線
と
交
差
す
る
衣
浦
西
部

線
の
交
差
点
部
、
塩
田
線
と

塩
田
線
と
交
差
す
る
大
府
半

田
線
の
交
差
点
部
分
で
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

QAQA

既
存
道
路
へ
の
自
転
車

通
行
帯
の
設
置
は
。

本
条
例
は
町
道
を
新
設

ま
た
は
改
築
す
る
場
合
の
道

路
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
、

既
存
道
路
へ
の
整
備
予
定
は

な
い
。

　
今
後
、
自
転
車
等
の
交
通

量
の
実
態
や
都
市
環
境
、
健

康
増
進
等
の
観
点
か
ら
、
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

改
正
に
よ
る
既
存
道
路

の
速
度
規
制
の
変
更
は
。

変
更
は
な
い
。

QAQA

国
土
交
通
省
の
「
第
２
次
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備

推
進
の
た
め
、
自
転
車
通
行
帯
に
関
す
る
技
術
的
基

準
を
追
加
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正
。

PickUp
1

▲自転車通行帯のイ メ ージ 関連　 P5
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な
ぜ
期
間
を
１
年
間
と
し
た
の
か
。

継
続
的
に
10
円
と
し
た
場
合
、
町
財

政
へ
の
長
期
的
な
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
実
施
期
間
を
限
定
し
、
住
民
へ
の
周
知

を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
た
め
、

１
年
間
に
限
定
し
て
実
施
す
る
。

手
数
料
減
収
分
の
補
填て

ん

は
。

一
般
財
源
で
補
填て

ん

す
る
方
針
で
あ
る
。

　
窓
口
混
雑
の
緩
和
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、

事
務
効
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
、
人
件
費

等
の
削
減
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発
行
件
数
割

合
の
見
込
み
は
。

８
年
度
の
年
間
平
均
で
住
民
票
の
写

し
が
34
・
１
％
、印
鑑
登
録
証
明
書
が
39
・

４
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

発
行
件
数
が
見
込
み
に
達
し
な
い
場

合
、
手
数
料
10
円
の
期
間
の
延
長
は
。

延
長
は
想
定
し
て
い
な
い
。

近
隣
５
市
４
町
の
実
施
状
況
は
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
は
５
市
す
べ
て
と
武
豊
町
の
み
で
あ
る
。

　
手
数
料
に
つ
い
て
、
常
滑
市
で
は
、
７

年
４
月
か
ら
１
年
間
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手

数
料
を
10
円
に
設
定
し
て
い
る
。
大
府
市

は
、
５
年
３
月
か
ら
８
年
３
月
末
ま
で

２
０
０
円
と
し
て
い
る
。
他
の
３
市
１
町

は
窓
口
と
同
額
の
手
数
料
と
し
て
い
る
。

QAQAQAQAQA

条例改正

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

①

が
期
間
限
定
で
10
円
に
！

令
和
８
年
３
月
１
日
か
ら
の
コ
ン
ビ
ニ
多

機
能
端
末
に
よ
る
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証

明
書
、
租
税
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
手

数
料
を
定
め
る
た
め
、
東
浦
町
手
数
料
条

例
を
改
正
。
期
間
限
定
で
手
数
料
を
10
円

と
し
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
周
知
。

手
数
料
が
10
円
の
期
間
は
。

８
年
３
月
１
日
か
ら
９
年
２
月
28
日
。

QA

条例改正

町
職
員
の
旅
費

時
勢
に
あ
わ
せ
て
改
正

交
通
機
関
・
料
金
体
系
の
多
様
化
、
旅
行
商

品
・
販
売
方
法
の
多
様
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
に
対
応
す
る
た
め
全
部
改
正
。

著
し
く
長
時
間
に
わ
た
る
移
動
と
は
、

ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

国
は
、
飛
行
時
間
が
24
時
間
以
上
の

場
合
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後

規
則
で
定
め
る
予
定
で
あ
る
。

条
例
に
違
反
し
て
旅
費
の
給
付
を
受

け
た
場
合
と
は
。

実
際
に
は
乗
車
し
て
い
な
い
新
幹
線

の
運
賃
の
支
給
を
う
け
る
等
の
場
合
が
考

え
ら
れ
る
。

違
反
し
て
い
る
か
の
確
認
方
法
は
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
各
職
員
が
条
例

の
規
定
に
基
づ
い
て
行
っ
た
請
求
を
支
出

決
裁
の
中
で
確
認
を
し
て
い
く
。

QAQAQA

総
務
委
員
会

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

常
任
委
員
会

３
委
員
会
で
徹
底
調
査

常
任
委
員
会
と
は
？

　
そ
の
部
門
に
属
す
る

町
の
事
務
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
ま
た
、
議
案
、

請
願
・
陳
情
等
を
審
査

し
ま
す
。
本
町
議
会
で
は
、

３
常
任
委
員
会
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
、
広
報
、
財
政
、Ｄ
Ｘ
推
進
、税
務
、

庁
舎
管
理
、
選
挙
、
防
災
、
戸
籍
等
に
関
す

る
こ
と

総
務
委
員
会

学
校
教
育
、保
育
園
、生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
、
健
康
、
高
齢
者
・
障
が
い
福
祉
、

保
険
・
年
金
等
に
関
す
る
こ
と

こ
ど
も
ふ
く
し

委
員
会

交
通
安
全
、
防
犯
カ
メ
ラ
・
啓
発
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、ご
み
、環
境
、農
業
、消
費
生
活
、観
光
、

都
市
計
画
、バ
ス
、公
園
、建
築
、道
路
、河
川
、

防
犯
灯
、上
下
水
道
等
に
関
す
る
こ
と

ま
ち
づ
く
り

委
員
会

コ ンビニで住民票等を手軽に発行！

手数料

１ 通10 円

①コ ン ビ ニ交付…マイ ナン バーカ ード 等を 利用し 、 コ ン ビ ニエンススト アに設置さ れた機械で、 住民票の写し や印鑑登録証明書等の各種証明書を 取得でき

る サービ ス

語句
説明

12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
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条例改正

自
転
車
通
行
帯
を
設
け
る

条
例
改
正

自
動
車
と
自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
道
路

に
は
、
車
道
の
左
端
寄
り
に
幅
員
１
・
５
ｍ

の
自
転
車
通
行
帯
を
設
け
る
こ
と
と
す
る

も
の
。

本
条
例
に
基
づ
き
自
転
車
通
行
帯
の
整
備

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「
交
通
量
が
多
い
」
と
は
何
を
基
準
と

し
て
い
る
の
か
。

１
日
あ
た
り
自
動
車
が
４
千
台
以
上
、

自
転
車
が
５
０
０
台
以
上
、
歩
行
者
が

５
０
０
人
以
上
を
目
安
と
し
て
い
る
。

「
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
確
保
す
る
た

め
自
転
車
の
通
行
を
分
離
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

交
通
量
の
実
態
や
沿
道
状
況
等
、
地

域
の
実
情
に
よ
る
。

自
転
車
通
行
帯
を
位
置
づ
け
る
に
は
、

県
公
安
委
員
会
と
の
協
議
が
必
要
か
。

町
道
の
新
設
や
改
築
に
際
し
、
車
道
、

歩
道
の
幅
員
変
更
に
関
す
る
こ
と
や
路
面

標
示
と
見
な
さ
れ
る
区
画
線
設
置
に
関
す

る
こ
と
は
、
道
路
法
第
95
条
の
２
に
基
づ

き
協
議
が
必
要
。

QAQAQA

条例制定

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

②

制
度

令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る

制
度
実
施
に
あ
た
り「
東
浦
町
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
」が
制
定
さ
れ
た
。

「
一
般
型
」
で
実
施
す
る
理
由
は
。

「
一
般
型
」
は
、
定
員
を
通
常
運
営
と

は
別
に
設
け
る
た
め
、
保
育
所
等
の
空
き

状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
定
し

た
利
用
環
境
を
提
供
で
き
る
。

通
園
制
度
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
る

「
こ
ど
も
の
成
長
支
援
」
の
観
点
か
ら
も
継

続
的
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、「
一
般
型
」と
し
た
。

８
年
度
の
利
用
料
は
。

国
か
ら
の
通
知
と
本
町
が
６
年
７
月

に
策
定
し
た
「
使
用
料
、
手
数
料
見
直
し

基
準
」
を
踏
ま
え
、
決
定
し
て
い
く
。

QAQA

一般会計
補正予算

台
風
に
よ
る

道
路
崩
壊
を
復
旧

４
０
０
万
円
を
増
額
補
正
し
、
町
道
２
ヵ
所

の
道
路
法
面
復
旧
工
事
を
実
施
。

工
事
の
内
容
お
よ
び
金
額
の
内
訳
は
。

台
風
15
号
に
よ
り
、
道
路
法
面
が
崩
壊

し
た
た
め
、２
ヵ
所
の
緊
急
工
事
を
実
施
。

町
道
緒
川
１
９
１
号
線
は
、
工
事
延
長

６
ｍ
を
約
60
万
円
。
町
道
緒
川
２
４
０
号

線

で

は
、

工

事

延

長

約

15

ｍ

を

約

３
４
０
万
円
で
実
施
し
た
。

２
ヵ
所
の
道
路
法
面
崩
壊
に
よ
る
人
家

へ
の
被
害
や
道
路
交
通
へ
の
影
響
等
は
。

い
ず
れ
も
人
家
等
へ
の
被
害
は
無

か
っ
た
が
、
町
道
緒
川
１
９
１
号
線
は
、

安
全
確
保
の
た
め
路
肩
規
制
や
工
事
に
よ

る
通
行
止
め
を
実
施
。

　

町
道
緒
川
２
４
０
号
線
は
、
車
両
通
行

に
よ
る
二
次
被
害
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

約
１
週
間
通
行
止
め
を
実
施
し
た
。

QAQA

一
時
預
か
り
事
業
と
の
併
用
は
。

併
用
す
る
こ
と
は
可
能
。

一般会計
補正予算

子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
で

子
育
て
を
支
援

事
業
の
概
要
は
。

妊
娠
中
や
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
、

母
親
が
体
調
不
良
等
に
よ
り
家
事
や
育
児

が
難
し
い
場
合
に
は
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
。

　
援
助
内
容
は
、
調
理
、
掃
除
、
生
活
必
需

品
の
買
い
物
と
い
っ

た
家
事
支
援
や
授
乳

の
補
助
、
オ
ム
ツ
交

換
等
の
育
児
支
援
。

補
正
予
算
を
計
上
し
た
理
由
は
。

当
初
の
計
画
を
上
回
る
利
用
が
見
込

ま
れ
る
た
め
。

利
用
が
増
え
た
理
由
は
。

一
概
に
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

親
族
に
頼
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
中
の
養

育
を
支
援
す
る
人
が
い
な
い
等
の
理
由
で

利
用
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
要
件
は
。

資
格
要
件
は
な
い
。

支
援
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
救
急
救
命
等
、

各
委
託
事
業
者
が
実
施
す
る
研
修
を
受
講

し
た
者
が
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。

QAQAQAQAQA

こ
ど
も
ふ
く
し
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

子育て支援ヘル

パーについて

（ 町ホームページ）

▲こ ども 誰でも 通園が始まる石浜保育園

②こ ども 誰でも 通園…現行の幼児教育・ 保育給付に加え、 月一定時間までの利用可能枠の中で、 就労要件を 問わず時間単位等で柔軟に利用でき る新たな通

園給付

語句
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定
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

C O N T E N T S

子育て・ 教育

●小中学校における タ ブレ ッ ト 端末の活用について 

  三浦　 雄二 P9

●東浦町立保育園の今後のあり 方（ 民営化の方針につ

いて） 三浦　 雄二 P9

●子ども たち の安心安全な学校生活を まも るために

  赤川　 操恵 P11

●保育・ 子育ての切れ目ない支援を

  杉下久仁子 P12

く ら し

●イ ベン ト 開催時における 駐車場不足解消のための

イ オン 東浦駐車場と イ ベン ト 会場間のシャ ト ル運

行について　  大川　 　 晃 P7

●担い手が育つ魅力ある 農業に向けて町の施策推進

は！　  間瀬　 宗則 P8

●本町の「 上下水道経営」を 問う  長坂　 知泰 P11

その他

●国際連携で拓く ひがし う ら の未来について

  森　 　 靖広 P10

●「 第20 回アジア大会・ 第５ 回アジアパラ 競技大会」

について問う  長坂　 知泰 P11

まちづく り

●都市計画道路名古屋半田線、 知多刈谷線の進捗状

況は！ 間瀬　 宗則 P8

●社宅取得支援の今後は 間瀬　 元明 P10

●工事関係事務は今後どう なる  間瀬　 元明 P10

●リ ニュ ーアルし た於大公園の利活用促進について

　  北野　 興地 P12

安全・ 安心

●災害時における 福祉支援体制の整備について

  水野　 久子 P７

●能登半島の激甚災害から 学ぶ　 本町の防災・ 減災

対策について 大川　 　 晃 P7

●実効性のある避難所体制について　

  秋葉富士子 P9

●町内道路の舗装補修が先では！　

  間瀬　 元明 P10

●リ チウムイ オン 電池の安全管理について

  森　 　 靖広 P10

●リ チウムイ オン 電池の回収に関する周知について

  赤川　 操恵 P11

●更なる南海ト ラ フ 巨大地震対策の充実を

  北野　 興地 P12

健康・ 福祉

●医療的ケア児の現状と 受けら れる サービ ス、 災害

発生後の避難等について 水野　 久子 P７

●記録的な猛暑を 踏まえた公共施設における 熱中症

初期対応の強化と 保冷剤の常備について

  大川　 　 晃 P7

●ク ーリングシェ ルタ ーにおける 熱中症初期対応の強

化と 保冷剤の常備について 大川　 　 晃 P7

●本町の地域共生社会の在り 方と 課題について

  久松　 純志 P8

●軟骨伝導イ ヤホン の活用状況について

  三浦　 雄二 P9

●プレ コ ンセプショ ン ケアの取り 組みについて

  秋葉富士子 P9

●アピ アラ ン スケアへの更なる支援を

  赤川　 操恵 P11

●手話施策推進法に基づいた本町での積極的な取り

組みを  杉下久仁子 P12

　 各議員の記事に掲載の

二次元コ ード を読み込むと 、

そ の議員の一般質問の様

子を動画でご覧いただけま

す。ぜひ、ご視聴く ださ い !

町政を問う ！

12 月4日・ 5日一般質問

一般質問と は？

　 皆さ んの生活に関わる 大切な事柄について、

議員が提言も 含めて町に考えを 聞き ます。

　 今回の一般質問で、 あなたの生活に関わる

内容はあり ますか？

Yo uTub e にて議会映像 配信！

16 人中12 人が登壇
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大大
おおかわおおかわ

川川　 　　 　 晃晃
あき らあき ら

議員議員

水水
み ず のみ ず の

野野　　 久久
ひ さ こひ さ こ

子子
議員議員

①福祉避難所…高齢者等の特別な配慮が必要な方のために、バリ アフ リ ー化や多目的ト イ レ 等が整備さ れた社会福祉施設等を利用し て開設さ れる避難所

②ク ーリ ン グシェ ルタ ー…熱中症によ る 健康被害の発生を 防止する 目的で、 一時的に暑さ から 避難する ために東浦町が指定し た施設

語句
説明

福
祉
避
難
所

①

に
発
動
発
電
機
配
備

A医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
に
と
っ
て
、

災
害
時
、
停
電
に
よ
る
医
療
機
器
の
停

止
や
避
難
所
で
の
電
源
確
保
が
深
刻
な

リ
ス
ク
と
な
る
。

本
町
指
定
の
福
祉
避
難
所
の
勤
労
福

祉
会
館
に
お
い
て
、
自
家
発
電
設
備
や

非
常
用
電
源
の
設
置
状
況
は
。

停
電
時
の
火
災
に
備
え
て
、
消
火
活

動
用
の
自
家
発
電
設
備
が
１
基
、
照
明
器

具
や
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
機
器
用
に
移
動

式
の
発
動
発
電
機
を
１
台
配
備
。

　

災
害
時
に
お
け
る 

福
祉
支
援
体
制
の
整
備

福
祉
避
難
所
の
整
備
と
運
営
に
つ
い

て
、
発
災
時
の
開
設
判
断
や
運
営
支
援

体
制
は
。

QAQ

指
定
福
祉
避
難
所
の
開
設
判
断
は
、

災
害
対
策
本
部
が
被
災
状
況
や
指
定
避
難

所
に
お
け
る
要
配
慮
者
の
避
難
状
況
等
を

踏
ま
え
、
施
設
の
安
全
性
等
を
確
認
し
た

上
で
決
定
す
る
。

福
祉
避
難
所
開
設
訓
練
や
要
支
援
者

を
含
め
た
避
難
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

福
祉
避
難
所
に
お
け
る
訓
練
は
、
令

和
７
年
２
月
20
日
に
町
内
の
社
会
福
祉
法

人
や
社
会
福
祉
事
務
所
で
結
成
さ
れ
た

「
チ
ー
ム
ミ
ン
ナ
ノ
チ
カ
ラ
」
に
お
い
て
福

祉
避
難
所
運
営
研
修
を
実
施
し
た
。

　
個
別
避
難
計
画
に
基
づ
く
訓
練
は
、

11

月
16
日
に
町
総
合
防
災
訓
練
の
一
環
と
し

て
、
高
齢
者
１
人
、
高
齢
者
と
障
が
い
者

の
世
帯
１
世
帯
、

10
月
12
日
に
は
、
生
路

地
区
自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
で
、
高
齢

者
１
人
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
東
浦
町
障
が
い
者
自
立
支
援
協

議
会
の
取
り
組
み
で
あ
る
防
災
ワ
ー
キ
ン

グ
に
お
い
て
、
緒
川
地
区
に
あ
る
障
が
い

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
避
難
訓
練
を
町
総

合
防
災
訓
練
の
同
日
に
実
施
し
た
。

AQA

▲勤労福祉会館に配備さ れている
非常用発動発電機

初
期
対
応
強
化
の
た
め
常
備
す
る

A施
設
職
員
に
対
す
る
熱
中
症
の
応
急

処
置
方
法
の
研
修
は
。

毎
年
実
施
し
て
い
る
既
存
の
普
通
救

命
講
習
に
熱
中
症
対
策
を
組
み
込
む
。

公
共
施
設
や
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー

②

へ
の
保
冷
剤
の
常
備
は
。

初
期
対
応
強
化
の
た
め
、
公
共
施
設

に
は
常
備
す
る
。
民
間
施
設
の
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
町
が
準
備
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
シ
ャ
ト
ル
運
行

シ
ャ
ト
ル
運
行
の
支
援
を
。

補
助
金
や
協
定
で
は
な
く
、
会
場
周

辺
の
公
共
施
設
を
駐
車
場
と
し
て
使
用
し

て
も
ら
う
こ
と
で
支
援
す
る
。

能
登
半
島
の
激
甚
災
害
か
ら
学
ぶ

多
層
的
な
ト
イ
レ
確
保
策
の
検
討
を
。

簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
や
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
設
置
の
ほ
か
、
ト
イ
レ
カ
ー
２

台
の
導
入
を
進
め
、
災
害
対
応
車
両
登
録

制
度
に
登
録
す
る
。

　
ま
た
、
地
下
貯
留
式
仮
設
ト
イ
レ
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
る
。

QAQAQAQA

相
互
応
援
協
定
の
現
状
は
。

知
多
５
市
４
町
、
新
城
市
、
石
川
県

野
々
市
市
、
宮
城
県
柴
田
町
と
の
間
で
締

結
し
て
い
る
。
新
た
に
「
全
国
若
手
町
村

長
会
」に
参
加
す
る
自
治
体
と
も
調
整
中
。

福
祉
避
難
所
で
は
、
公
費
負
担
の
区

分
か
ら
要
支
援
者
と
要
介
護
者
を
分
け

る
必
要
が
あ
る
が
、
運
用
方
針
は
。

災
害
時
に
は
、
要
配
慮
者
を
分
け
隔
て

な
く
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
、必
要
な
支
援
を
行
い
、

安
心
し
て
避
難
で
き
る
運
営
体
制
に
努
め
る
。

QAQA

▲災害時の公費負担の区分から 見た
要配慮者の避難ルート

医
療
的
ケ
ア
児

災
害
時
電
源
確
保
は

Q

公
共
施
設
の

保
冷
剤
常
備
は

Q
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久久
ひさ まつひさ まつ

松松　　 純純
た だ した だ し

志志
議員議員

間間
ま せま せ

瀬瀬　　 宗宗
むねのりむねのり

則則
議員議員

①乾田直
ちょ く はん

播…水を張っていない乾いた水田に直接、種も みをまいて育てる栽培方法。育苗や代かき等の工程を省く こと ができ、省力化や作業時間の短縮が可能。

②地域共生社会…地域の多様な主体が参画し 、人と 人、人と 資源が世代や分野を超えてつながり 、一人ひとり の暮らしと 生きがい、地域をとも に創っていく 社会

語句
説明

令
和
８
年
度
の
着
手
を
目
指
す

A名
古
屋
半
田
線
、
知
多
刈
谷
線
用
地

交
渉
の
最
新
状
況
は
。

７
年
10
月
末
時
点
で
取
得
済
み
用
地

の
面
積
割
合
は
、
と
も
に
８
割
を
超
え
て

お
り
、
引
き
続
き
取
得
を
進
め
る
。

工
事
着
手
と
完
成
予
定
の
時
期
は
。

名
古
屋
半
田
線
は
８
年
度
か
ら
工
事

着
手
予
定
で
、
完
成
予
定
は
11
年
度
末
と

公
表
さ
れ
て
い
る
。
知
多
刈
谷
線
は
知
多

市
側
か
ら
工
事
を
進
め
て
お
り
、
完
成
予

定
は
12
年
度
末
と
公
表
さ
れ
て
い
る
。

QAQA

丸
山
・
寿
久
茂
地
区
か
ら
、
名
古
屋
半
田

線
の
交
差
点
へ
接
続
す
る
狭
い
町
道
の
拡

幅
や
新
設
を
提
案
し
た
が
、検
討
状
況
は
。

同
地
区
の
医
療
機
関
の
南
西
側
に
あ

る
町
道
の
道
路
拡
幅
を
計
画
し
て
い
る
。

工
事
着
手
前
の
住
民
説
明
会
は
。

実
施
を
愛
知
県
に
働
き
か
け
る
。

魅
力
あ
る
農
業
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支
援
は
。

経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助
金
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
農
業
用
機
械
導
入
費
用
の
支

援
、
ド
ロ
ー
ン
の
講
習
会
を
開
催
予
定
。

乾
田
直

ち
ょ
く
は
ん播

①

や
再
生
二
期
作
の
実
施
は
。

乾
田
直

ち
ょ
く
は
ん播

は
、
コ
ス
ト
削
減
や
省
力

化
が
可
能
。
再
生
二
期
作
は
１
回
の
田
植

え
で
２
回
の
収
穫
を
行
う
栽
培
方
法
。
い

ず
れ
も
藤
江
地
区
の
一
部
で
実
施
。

６
次
産
業
化
支
援
の
取
り
組
み
は
。

ぶ
ど
う
を
栽
培
し
、
ワ
イ
ン
を
醸
造
・

販
売
し
た
い
と
相
談
が
あ
っ
た
。
就
農
に

向
け
、
県
と
連
携
し
支
援
し
て
い
る
。

QAQAQAQAQA

▲名古屋半田線・ 知多刈谷線ルート 図

包
括
的
支
援
体
制
を
着
々
と
強
化

A地
域
福
祉
か
ら
地
域
共
生
社
会
へ
向

け
て
、
包
括
的
支
援
体
制
の
整
備
は
。

第
２
次
東
浦
町
地
域
福
祉
計
画
で
は

「
あ
ん
き
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
東
浦
」を
基
本

理
念
に
「
ほ
っ
と
け
ん
」「
や
く
わ
り
」「
さ

さ
え
あ
い
」
の
３
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
。

９
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
順
調
に
進

行
し
て
お
り
、
包
括
支
援
体
制
は
着
々
と

強
化
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
９
年
度
に
は
第
３
次
東
浦

町
地
域
福
祉
計
画
を
作
成
し
、
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
の
対
応
、
ふ
く
し
の
視
点
の

災
害
対
応
等
に
取
り
組
む
予
定
。

　
地
域
共
生
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
地

域
と
と
も
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

QA

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

地
域
の
全
て
の
方
が
、
支
え
る
側
に

も
支
え
ら
れ
る
側
に
も
な
り
、
地
域
全
体

で
支
え
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
高
齢
者
の
集
い
・
通
い
の
場
で
あ
る
サ

ロ
ン
等
の
担
い
手
の
高
齢
化
が
課
題
。
養

成
講
座
や
研
修
会
等
で
支
援
す
る
。

生
活
保
護
や
生
活
困
窮
等
、
支
援
を

必
要
と
す
る
方
の
現
状
と
対
応
は
。

７
年
11
月
末
の
生
活
保
護
受
給
者
は

１
４
５
人
、
１
３
０
世
帯
。
相
談
が
あ
っ

た
際
は
詳
し
く
聞
き
取
り
、
適
切
な
支
援

機
関
に
つ
な
ぐ
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
加
入
者

や
な
り
手
の
減
少
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

個
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
役
員
等
、
活
動
し

て
い
る
人
、
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
は
い
る
。

　
負
担
軽
減
や
活
動
を
見
直
し
、
参
加
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
重
要
。

QAQAQA

名
古
屋
半
田
線
の

工
事
着
手
時
期
は

Q

地
域
共
生
社
会

②

に

向
け
た
整
備
を

Q

名古屋半田線…

延長：約2 .4ｋ ｍ（ 東浦町：約1 .2

ｋ ｍ、阿久比町：約1 .2ｋ ｍ）

幅員：22 ｍ（ ４車線・ 中央分離

帯あり ）

知多刈谷線…

延長：約1 .2ｋ ｍ（ 鉄道高架影響部：約0 .4ｋ ｍ）

幅員：一般部23ｍ（ ２車線）

※知多市境から名古屋半田線区間

高架部11ｍ（ 名鉄河和線道路高架）

画像提供：Goo g le  Ea rth
資料提供：東浦町

▲社会福祉法上の包括的な支援体制の整備と
重層的支援体制整備事業の位置づけ

地域共生社会の実現（ 第４ 条第１ 項）

地域福祉の推進
（ 第４ 条第２ 項）

包括的な支援体制の整備
（ 第106 条の３ ）

重層的支援体制整備事業
（ 第106 条の４ ）

地域生活課題の把握、 連携に

よる解決に向けた取り 組み
（ 第４ 条第３ 項）
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

三三
み う らみ う ら

浦浦　　 雄雄
ゆ う じゆ う じ

二二
議員議員

秋秋
あ き ばあ き ば

葉葉富富
ふ じ こふ じ こ

士子士子
議員議員

①プレコ ン セプショ ン ケア…若い男女のラ イ フ プラ ン を考えた健康を 目指す取り 組み
語句
説明

発
表
や
家
庭
学
習
等
に
活
用

Aタ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
後
、
児
童

生
徒
の
学
び
の
質
は
ど
う
変
化
し
た
か
。

電
子
黒
板
と
組
み
合
わ
せ
、
児
童
生

徒
が
お
互
い
の
意
見
や
考
え
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
共
有
・
発
表
す
る
こ
と
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
た
。

授
業
以
外
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。  

家
庭
学
習
に
お
い
て
、
学
習
記
録
や

活
動
記
録
の
作
成
、
写
真
の
保
存
に
活
用
。

委
員
会
や
生
徒
会
活
動
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
・
集
計
に
も
活
用
さ
れ
、
生
徒

の
活
動
効
率
が
向
上
し
た
。

QAQA

教
員
の
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
は
。

定
期
的
に
研
修
を
実
施
。
学
校
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
派
遣
し
、
使
用
す
る
機
器

や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
定
、
操
作
方
法
を

指
導
す
る
等
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

今
後
の
町
立
保
育
園
の
民
営
化

令
和
10
年
度
か
ら
森
岡
西
・
緒
川
新

田
・
石
浜
の
３
園
を
対
象
に
民
営
化
を

進
め
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

３
園
を
対
象
と
し
た
理
由
は
。

緒
川
新
田
保
育
園
と
石
浜
保
育
園
は
、

将
来
的
な
園
舎
の
建
て
替
え
を
想
定
し
、

園
庭
に
新
園
舎
や
仮
園
舎
の
建
設
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
選
定
。

　
森
岡
西
保
育
園
は
、
森
岡
地
区
拠
点
施

設
の
複
合
化
に
向
け
、
将
来
的
な
集
約
を

視
野
に
入
れ
選
定
し
た
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
活
用

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
活
用
状
況
は
。

現
在
、
役
場
本
庁
舎
１
階
の
税
務
課

と
ふ
く
し
課
に
１
台
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。

　
利
用
者
か
ら
「
会
話
が
非
常
に
聞
き
取

り
や
す
く
な
っ
た
」
と
意
見
を
も
ら
っ
た
。

QAQAQA

協
定
締
結
に
向
け
て
取
り
組
み
強
化

A近
隣
の
民
間
施
設
と
の
連
携
を
強
化

し
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
の
協
定
を
結

ぶ
こ
と
に
つ
い
て
、
本
町
の
見
解
は
。

町
内
の
企
業
に
対
し
継
続
的
に
働
き

か
け
を
行
い
、
協
定
締
結
に
向
け
た
取
り

組
み
を
更
に
強
化
し
て
い
く
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
団
体
と
の
支
援
協
定
は
。

現
在
、
災
害
時
の
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
、
速
や
か
に
協
定
の
締
結
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。
ま
た
「
災
害
対
応

車
両
登
録
制
度
」も
活
用
す
る
。

要
配
慮
者
等
の
福
祉
施
設
へ
の
直
接

避
難
の
進
捗
状
況
は
。

令
和
７
年
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

協
定
を
締
結
し
て
い
る
５
法
人
に
対
し
、

指
定
に
向
け
た
説
明
を
行
っ
た
。

QAQAQA

　
８
月
か
ら
施
設
と
意
見
交
換
を
行
い
、

受
け
入
れ
可
能
人
数
等
現
地
確
認
を
行
っ

て
い
る
。
開
設
時
の
役
割
や
運
用
方
法
等

意
見
を
も
ら
っ
て
お
り
、
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
８
年
４
月
か
ら
の
運
用
を
目
指

し
、
各
施
設
と
協
力
し
て
調
整
を
進
め
て

い
く
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

①

の 

取
り
組
み

国
の
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
推

進
５
か
年
計
画
」
の
「
地
方
版
推
進
計

画
」
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
３
月
策
定

予
定
の
「
第
３
期
東
浦
町
い
き
い
き
健

康
プ
ラ
ン
21
」
と
の
関
連
を
含
め
た
本

町
の
見
解
は
。

「
第
３
期
東
浦
町
い
き
い
き
健
康
プ
ラ

ン
21（
案
）
」
に
お
い
て
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推
進

も
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

QA

▲東浦町防災マッ プ
～大切な人を 守るために～

小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
効
果
は

Q

民
間
施
設
と

緊
急
避
難
の
協
定
を

Q
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

森森
も りも り

　 　　 　 靖靖
やすひろやすひろ

広広
議員議員

間間
ま せま せ

瀬瀬　　 元元
も と あきも と あき

明明
議員議員

① JBRC…リ チウムイ オン 電池等の小型充電式電池の回収・ 再資源化する一般社団法人。 協力店でも 小型充電式電池を 回収し ても ら える 。
語句
説明

施
設
の
利
用
実
態
に
よ
り
判
断

A役
場
庁
舎
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
打
替

工
事
の
目
的
と
内
容
は
。

目
的
は
、
利
用
者
の
円
滑
か
つ
安
全

な
通
行
の
確
保
。

　
舗
装
版
の
劣
化
が
激
し
い
本
庁
舎
北
側

通
路
の
一
部
、
公
用
車
駐
車
場
一
帯
、
南

庁
舎
南
側
通
路
の
一
部
の
工
事
を
実
施
。

役
場
敷
地
内
よ
り
も
、
傷
ん
だ
道
路

等
舗
装
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
場
所
が
あ

る
。
バ
ラ
ン
ス
等
は
考
慮
し
て
い
る
か
。

公
共
施
設
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

を
含
む
全
て
の
利
用
者
へ
の
配
慮
が
必
要
。

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
施
設

の
利
用
実
態
に
よ
り
判
断
し
た
。

企
業
の
社
宅
等
取
得
を
支
援

支
援
の
目
的
と
内
容
は
。

目
的
は
、
移
住
者
の
獲
得
。
主
に
若

年
層
の
転
入
促
進
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口

の
維
持
・
増
加
に
よ
る
自
治
体
の
財
政
基

盤
の
確
保
。
ま
た
、
町
内
消
費
の
活
性
化

に
よ
る
地
域
振
興
が
期
待
で
き
る
。

企
業
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
に
、
建
設

適
地
や
建
物
情
報
の
紹
介
を
考
え
て
い
る
。

QAQAQA

工
事
関
係
事
務
は
今
後
ど
う
な
る

工
事
関
連
書
類
の
電
子
化
の
状
況
は
。

建
設
事
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
効
率
化

を
見
据
え
、
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
実

施
時
期
は
、
関
係
者
の
状
況
を
踏
ま
え
検

討
。工

事
等
の
金
額
区
分
に
関
し
て
、
議

会
の
議
決
に
付
す
べ
き
金
額
が
改
正
さ

れ
た
。
町
内
部
の
取
り
決
め
の
改
正
は
。

町
規
則
等
の
改
正
に
時
間
を
要
し
、

年
度
当
初
か
ら
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
国

の
改
正
状
況
等
の
情
報
入
手
が
遅
れ
た
こ

と
は
反
省
点
。

QAQA

▲企業の社宅等取得を 支援

継
続
性
あ
る
国
際
交
流
を
目
指
す

A国
際
連
携
の
意
義
と
本
町
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
。
ま
た
、
国
、
海
外
都
市
等
と
交

流
は
あ
る
か
。

教
育
の
ま
ち
東
浦
と
し
て
人
材
育
成

を
主
軸
と
し
、
町
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る

国
際
交
流
を
着
実
に
築
い
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
主
に
名
古
屋
市
内
に
領
事
館

を
持
つ
国
と
、
ス
ポ
ッ
ト
的
な
交
流
を
実

施
し
、
継
続
的
な
交
流
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

国
際
交
流
事
業
の
内
容
は
。

各
国
の
在
名
古
屋
の
総
領
事
館
を
表

敬
訪
問
し
、
交
流
事
業
の
可
能
性
に
つ
い

て
意
見
交
換
。

　
そ
の
結
果
「
ひ
が
し
う
ら
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
」
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
カ
ナ
ダ
、
中
華
人
民
共
和
国
と
も
町

内
小
中
学
校
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
安
全
管
理
は

誤
廃
棄
ゼ
ロ
に
向
け
た
対
策
は
。

QAQAQ

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ポ
ス
タ
ー
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
公
式LIN

E

等
で

分
別
方
法
を
周
知
し
て
き
た
。

　
今
後
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
け
る
回
収

等
も
実
施
し
、
分
別
方
法
の
周
知
や
注
意

喚
起
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

町
内
の
回
収
場
所
を
拡
大
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

環
境
課
窓
口
に
加
え
て
、
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
持
ち
込
み
回

収
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。

　
町
内
２
店
舗
し
か
な
いJ

B
R
C

①

協
力

店
の
拡
大
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
民
間
事

業
者
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

AQA

▲リ チウムイ オン電池等を
　 含む製品廃棄ルール
　（ 町ホームページ）

町
内
道
路
の
舗
装

補
修
が
先
で
は
！

Q

本
町
の
国
際
連
携
の

ビ
ジ
ョ
ン
は

Q
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

長長
ながさ かながさ か

坂坂　　 知知
と も やすと も やす

泰泰
議員議員

赤赤
あかがわあかがわ

川川　　 操操
み さ えみ さ え

恵恵
議員議員

①アピアラ ン スケア…がんやその治療に伴う 外見の変化に対し て、 患者が自分ら し く 生活でき るよ う 支援する ケア
語句
説明

環
境
課
窓
口
で
持
ち
込
み
回
収

A近
年
、
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施

設
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
原
因
と

み
ら
れ
る
火
災
が
相
次
い
で
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
電
池
の
回
収
方
法
は
。
ま

た
、
適
正
な
廃
棄
の
た
め
に
視
覚
的
・

感
覚
的
に
伝
わ
る
方
法
で
周
知
を
。

環
境
課
窓
口
で
回
収
し
て
い
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
廃
棄
方
法
を
発
信

し
て
い
る
が
、
該
当
す
る
の
か
分
か
り
に

く
く
、
誤
廃
棄
が
目
立
つ
製
品
が
あ
る
。

具
体
的
な
品
目
を
例
示
し
、
適
正
な
処

理
方
法
を
発
信
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の 

安
全
安
心
を
守
る
た
め
に

学
校
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
不
審
者

QAQ

対
策
の
取
り
組
み
状
況
は
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
指
導

員
に
よ
る
見
守
り
活
動
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
保
護
者
等
、

多
方
面
か
ら
地
域
と
連
携
し
た
不
審
者
対

策
を
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
を
守
り
、
周
り

に
危
険
を
知
ら
せ
る
手
段
と
し
て
、
防

犯
ブ
ザ
ー
を
支
給
し
て
は
。

入
学
時
に
「
安
全
笛
」
を
配
布
し
て
い

る
た
め
、
現
時
点
で
は
、
町
独
自
で
支
給

す
る
予
定
は
な
い
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

①

の
更
な
る
支
援
を

が
ん
治
療
に
伴
う
外
見
の
変
化
へ
の

支
援
は
、
現
行
制
度
で
対
応
し
き
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

鼻
、
耳
等
の「
エ
ピ
テ
ー
ゼ
（
人
工
装

具
）
」
は
保
険
適
用
外
の
た
め
、
高
額
な

費
用
負
担
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
支
援
拡
充
に
「
エ
ピ
テ
ー
ゼ
」
を
補

助
対
象
に
加
え
る
考
え
は
。

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
今
後
の
愛
知
県

の
動
向
を
注
視
。
総
合
的
に
判
断
す
る
。

AQAQA

▲防犯ブザーの支給を

現
在
、
審
議
会
に
て
審
議
中

A
本
町
の
「
上
下
水
道
経
営
」を
問
う

経
費
率
と
県
内
で
の
位
置
づ
け
は
。

水
道
事
業
の
給
水
に
係
る
経
費
が
、

ど
の
程
度
給
水
収
益
で
賄
え
て
い
る
か
を

表
す
料
金
回
収
率
は
１
１
１
・
３
％
で
、

県
内
43
事
業
体
中
、
７
番
目
。

　
一
方
、
下
水
道
事
業
に
お
け
る
下
水
道

使
用
料
で
回
収
す
べ
き
経
費
を
、
ど
の
程

度
下
水
道
使
用
料
で
賄
え
て
い
る
か
を
表

す
経
費
回
収
率
は
60
・
２
％
で
、
県
内
48

事
業
体
中
、

45
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

水
道
料
金
の
引
き
上
げ
の
予
定
は
。

早
期
の
料
金
改
定
が
望
ま
し
い
が
、

影
響
を
踏
ま
え
、
審
議
会
で
審
議
中
。

QAQA

水
道
事
業
は
、
令
和
６
年
度
決
算
で

現
金
預
金
11
億
１
２
０
０
万
円
、
投
資

有
価
証
券
13
億
９
４
０
０
万
円
を
保
有

し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

経
営
内
容
へ
の
本
町
の
認
識
は
。

町
水
道
事
業
経
営
戦
略
で
は
、
大
規

模
災
害
時
で
も
、
安
定
し
た
水
を
供
給
す

る
た
め
、
小
中
学
校
等
の
指
定
避
難
所
、

役
場
等
の
拠
点
施
設
等
の
重
要
給
水
施
設

へ
の
排
水
管
路
の
耐
震
化
や
老
朽
管
の
更

新
を
喫
緊
の
課
題
と
し
、
建
設
改
良
工
事

費
を
増
額
す
る
計
画
。

　
そ
の
た
め
、
現
金
預
金
残
高
を
も
と
と

す
る
補
填て

ん

財
源
は
13
年
度
に
消
滅
見
込
み

で
、
経
営
状
況
は
、
更
に
厳
し
く
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
投
資
有
価
証
券
は
、
主
に
今
後
の
施
設

更
新
需
要
に
備
え
る
も
の
で
、
売
却
し
て

経
費
を
賄
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
そ
の
効

果
は
短
期
的
な
も
の
に
留
ま
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技

大
会
・
第
５
回
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
」

に
つ
い
て
問
う

QA

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
回
収
方
法
は

Q

水
道
料
金
の

引
き
上
げ
予
定
は

Q
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

北北
き た のき た の

野野　　 興興
こ う じこ う じ

地地
議員議員

杉杉
すぎし たすぎし た

下下久久
く に こく に こ

仁子仁子
議員議員

①５ 歳児検診…言葉でのやり 取り や基本的な体の発達を中心に確認する 法定の3 歳児健診から 、 一歩進んで、集団生活や小学校入学を見据えた心と 体の発達、

社会性等を 診察する 健診

語句
説明

各
種
防
災
対
策
を
着
実
に
進
め
る

A令
和
７
年
９
月
に
政
府
の
地
震
調
査

委
員
会
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

確
率
を
80
％
程
度
か
ら
60
～
90
％
程
度

以
上
に
修
正
し
た
。

新
被
害
想
定
へ
の
認
識
と
今
後
の
地

震
対
策
は
。

発
生
確
率
は
依
然
と
し
て
高
く
、
被

害
軽
減
に
向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
も
避
難
所
生
活
環
境
の
確
保
、
自

主
防
災
会
の
訓
練
や
資
機
材
整
備
、
家
庭

で
の
耐
震
化
や
備
蓄
の
促
進
、
個
別
避
難

計
画
の
推
進
等
、
各
種
防
災
対
策
を
着
実

に
進
め
て
い
く
。

地
震
等
に
よ
る
断
水
時
の
応
急
給
水

体
制
の
現
状
と
課
題
は
。

小
中
学
校
等
指
定
避
難
所
、
役
場
等

拠
点
施
設
、
医
療
機
関
の
合
計
44
ヵ
所
の

重
要
給
水
施
設
へ
、
給
水
タ
ン
ク
等
で
の

運
搬
給
水
や
県
の
応
急
給
水
支
援
設
備
等

を
使
用
し
、
応
急
給
水
活
動
を
順
次
行
う
。

　
ま
た
、
併
せ
て
配
水
ル
ー
ト
の
点
検
、

バ
ル
ブ
操
作
や
応
急
復
旧
を
実
施
し
、
水

道
管
か
ら
同
施
設
へ
の
給
水
を
開
始
す
る
。

QAQA

　
課
題
は
、
断
水
が
長
期
化
し
た
場
合
の

各
種
団
体
と
の
連
携
強
化
や
受
援
体
制
の

整
備
等
。
対
策
と
し
て
、
水
道
協
会
の
情

報
伝
達
訓
練
や
愛
知
用
水
水
道
事
務
所
合

同
防
災
訓
練
に
て
、
相
互
連
携
を
確
認
し

て
い
る
。

再
整
備
後
の
於
大
公
園
利
活
用
促
進
を

再
整
備
し
た
於
大
公
園
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
は
。

遊
具
広
場
で
は
、
緒
川
城
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
立
体
的
な
新
遊
具
を
整
備
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
広
場
で
は
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク

が
楽
し
め
る
芝
生
広
場
や
幼
児
用
遊
具
を

備
え
た
大
屋
根
を
新
た
に
整
備
し
て
い
る
。

QA

▲於大公園内の憩いの場「 こ のはな館」

検
討
し
準
備
し
て
い
る

A
保
育
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い
支
援
を

５
歳
児
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
心

身
や
社
会
性
の
発
達
段
階
が
わ
か
り
、

そ
の
子
に
合
う
支
援
、
見
守
り
が
可
能

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
令
和
10
年
度

ま

で

に

５

歳

児

健

診

実

施

率

を

１
０
０
％
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る

が
、
本
町
の
取
り
組
み
は
。

健
診
を
実
施
し
た
場
合
、
健
診
後
に

支
援
が
必
要
と
な
っ
た
子
ど
も
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
構
築
が
課
題
と
考
え
る
。

　
５
歳
児
健
康
診
査
実
施
に
あ
た
り
、
医

師
等
の
専
門
職
の
確
保
、
実
施
方
式
、
実

施
体
制
、
健
診
結
果
の
管
理
方
法
、
そ
の

後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
等
を
検
討
し
、
現
在

準
備
し
て
い
る
。

町
立
保
育
園
で
の
３
歳
児
教
育
認
定

児
受
け
入
れ
停
止
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
。

入
所
で
き
な
い
場
合
、
近
隣
市
町
を

含
め
、
認
定
こ
ど
も
園
や
幼
稚
園
等
の
選

択
肢
が
あ
る
。

　
な
お
、３
歳
教
育
認
定
児
の
受
け
入
れ
停

止
に
伴
い
、
８
年
度
か
ら
は
、
入
園
要
件
に

QAQA

新
た
に「
発
達
支
援
」の
要
件
を
追
加
し
た
。

手
話
施
策
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
へ

の
災
害
時
の
対
応
方
法
は
。

町
公
式 LIN

E

等
視
覚
的
に
確
認
で

き
る
も
の
を
活
用
し
、
気
象
庁
や
町
か
ら

の
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
で
気
象
予
警
報
や

避
難
情
報
、
避
難
所
の
開
設
情
報
等
を
受

け
取
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　
今
後
も
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

QA

▲避難所で手話を 含めたコ ミ ュ ニケーショ ンの
工夫を（ 出典： 愛知県 HP）

南
海
ト
ラ
フ
地
震

対
策
の
充
実
を

Q

５
歳
児
健
診

①

の

実
施
を

Q
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12
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

正副議長が歓迎挨拶を 行い、 政策課、 人事課、 D X 課、

住民課、 商工農政課の職員と 議会広報特別委員会の正

副委員長が丁寧に説明を 行いまし た。

10 /16 ㊍

よう こそ東浦町へ！

３つの議会が視察来庁

福岡県糟屋郡新宮町議会 10 /24 ㊎ 神奈川県厚木市議会 10 /31 ㊎ 愛媛県伊予郡砥部町議会

議会
ト ピックス

G I K A I  T O P I C S

定例会だけじゃない！
議会の動き

傍聴さ れた方にアン ケート 用紙を 配付し 、ご意見・

ご感想を 聞き まし た。今定例会では33 人に回答い

ただき まし た。一部を 要約し て紹介し ます。

傍聴席の耳と 目
傍聴さ れた方にアンケート

町内の課題、今後の

取り 組み等に 関し

て、住民に寄り 添う

前向き な 姿勢を 改

めて 認識す る こ と

ができ まし た。

多文化共生社会は良い こ と

だが対策が必要。予測さ れる

近未来に対し 、一般質問に絡

め町の体制を追求し ないのは、

議員の質の問題です。

名古屋半田線、

知多刈谷線の

説明会を 。

地元説明が必

要です。

一般質問は基本論が主

で あ る が、も う 少し 具

体論も 入れないと 。

質問者と 答弁者の自己

満足で終わっ ている よ

う に感じ る。

いただいたご意見・ ご感想は、議会事務局だけでなく 、議員と 町

当局にも 共有し ており ます！ぜひ傍聴いただき アン ケート に

ご参加く ださ い！次の定例会日程は裏表紙でご確認く ださ い！

ぜひ傍聴いただき アンケート にご協力く ださ い！

議会だより ひがし う ら 令和７ 年11 月１ 日号（ N O .227 ）に掲載し た「 一般

会計決算の円グラ フ 」（ P2 ）において、 教育費及び土木費の説明文に誤り

があり まし た。 お詫びし て訂正いたし ます。

【 誤】

教育費： 道路、 公園、 橋、 町営住宅等にかかっ たお金

土木費： 学校教育、 生涯学習、 スポーツ振興等にかかっ たお金

【 正】

教育費： 学校教育、 生涯学習、 スポーツ振興等にかかっ たお金

土木費： 道路、 公園、 橋、 町営住宅等にかかっ たお金

お詫びと 訂正

日にち 議会名 視察内容

10 /16（ 木） 福岡県糟屋郡新宮町議会
住民サービ スの向上と 職員の働き 方

改革の両立に向けた取り 組み

10 /24（ 金） 神奈川県厚木市議会 議会だよ り 編集

10 /31（ 金） 愛媛県伊予郡砥部町議会 ウェ ルネスバレ ー構想

議員の登退庁がひと 目で

わかるよう になり まし た！

N E W S

議員登退庁システ ムを 導入し 、 リ アルタ イ ムな登退庁状

況を W EB 上で 公開し て いま す。 ま た本庁舎１ 階ロ ビ ー

のモニタ ーでも 公開中です。

町議会議員

登退庁はこ ち ら から
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東浦フ ィ ルハーモニー管弦楽団

東浦町内で頑張る皆さ んにお話を聴く コ ーナーです。

vo l .24

東浦町 好き ですか？
メ ンバー 10 人に聴き まし た。

好きレベル 人 数 理 由

55 10 人

・ オーケスト ラ がある
・ プレ ーパーク 等公園

がある
・ ブド ウやイ チゴ等食

べ物がおいし い
・ 文化を 大切に し て

いる
・ 程よい田舎感があっ

ていい
・ 自然があり がたい

44 ０ 人

33 ０ 人

22 ０ 人

11 ０ 人

1 2 3 4 5
好き レベル

ひがし う ら

好き 好き

グラ フ人
数

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0

6 0

7 0

8 0

9 0

1 0 0

1 1 0

1 2 0

1 3 0

1 4 0

1 5 0

1 6 0

1 7 0

0 人
1 1 人

5 9 人

12 9人

1 6 1 人

累積3 6 0 人
令和２ 年２ 月１ 日発行号～

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
を

12
月
定
例
会
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
か
ら
議
会
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を
検

討
し
、
６
年
に
議
員
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
。

　
そ
の
後
、
予
算
の
検
討
・

チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
の
試
験
導

入
や
機
種
の
決
定
等
を
経
て
、

導
入
の
検
討
か
ら
約
４
年
を

か
け
て
本
格
的
導
入
。

　
本
議
会
に
て
40
代
前
半
か

ら
70
代
半
ば
の
幅
広
い
世
代

の
議
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
、
ス
ム
ー
ズ
に
一
般
質
問

等
を
行
い
ま
し
た
。

■
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

（
本
人
が
写
っ
て
い
る
場

合
に
限
る
）
。

　
ご
希
望
の
方
は
、議
会
事
務

局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委

員

長
　
赤
川

　
操
恵

　
副
委
員
長

　
大
川

　
　
晃

　
委

員
　
北
野

　
興
地

　
委

員
　
長
坂

　
知
泰

　
委

員
　
水
野

　
久
子

　
委

員
　
森

　
　
靖
広

編
集
後
記

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

平
成
28
年
に
発
足
し
た
小
さ
な
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
す
。
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
楽
団
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
サ
ロ
ン
、
小

学
校
等
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

演
奏
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
緒
に
音
楽
を
楽
し
め
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

東
浦
町
、
こ
う
だ
と
い
い
な
。

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
で
き
る
専
用
の
ホ
ー

ル
が
あ
る
と
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
は
じ

め
吹
奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス
、
バ
ン
ド
等
が

よ
り
身
近
に
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
音
楽
・
文
化
・
芸
術
は
心

の
予
防
薬
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
和
み
の
あ

る
東
浦
町
づ
く
り
の
た
め
に
充
実
を
お

願
い
し
ま
す
。

東浦町議会ホームページも
ご覧く ださ い。

日 付 内 容

２ 月27日（ 金） 議案の上程・ 説明

３ 月５ 日（ 木）
一般質問

９ 日（ 月）

11 日（ 水） 議案質疑・ 委員会付託

12 日（ 木） まちづく り 委員会

13 日（ 金） こ ども ふく し 委員会

16 日（ 月） 総務委員会

23 日（ 月） 討論・ 採決

３ 月定例会開催予定

場所： 役場３ 階 議場
時間： 一般質問は９： 10 ～、その他は９： 30 ～

http s://w w w .tow n.aichi-higashiura.lg.jp /gyosei/g ikai/
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こ の議会だより №228 は15 ,660 部作成し 、１ 部あたり の印刷単価は21 円です。
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